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はじめに

近年、介護という領域は社会的に注目されるようになってきた。その大きな契機は、

介護保険制度の施行である。 介護は、 従来家庭内において無償で担われてきたがゆえ

に、 不可視なものであった。 しかし、 公的な仕組みで介護を担おうとする介護保険制

度を導入するにいたって、 そのありようが社会的な議論の俎上に上るようになった。

介護保険制度が2000年に施行されてから3年が経過し、 この間、 介護保険制度の問

題点については様々な点が指摘されてきた。 しかし、 最終的に提供されるサ ー ビスの

内容や質とその変化については、 ほとんど検討されずにきたといえる。 それは、 そも

そも介護を労働として把握する視点が薄かったことに起因している。

そこで、 私たちは介護を労働という側面から把握すべく、 研究会を立ち上げた。 関

連文献の輪読会を重ねて問題意識を明確にし、2002年からは定性的方法を用いた実態

調査を行ってきた。 本報告書は、 その調査の成果である。 もっとも、 時間の制約上、

調査で得られた事実の豊かさに対し、 われわれの分析は十分に展開されているとは言

いがたい。 調査結果の分析と理論化については、 他日を期したいと考えている。

調査の実施に際しては、 たいへん多くの方々にお世話になった。 地域で福祉行政に

携わっている方々、 介護事業に携わっている事業者や訪問介護員の方々、 家族介護に

とりくむ方々、 そして各地域のセルフ ・ ヘルプ ・ グループなど、 ここでお名前を挙げる

ことはできないが、 調査にご協力くださった方々に心から御礼を申し上げたい。 この

方々のご協力なしには私たちの研究はありえなかった。 また、 本調査に関しては太陽

生命ひまわり厚生財団から研究助成を受けることができ、 物心両面で支えていただい

た。 この場を借りて、 感謝申し上げる。

本報告書が、 今後の介護労働研究に資するものとなれば、 幸いである。

2003年11月

介護労働研究会
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第 3 章 市場化された介護 ホ ー ムヘルパーの仕事とその特徴

1. 本章の目的

本章は、 訪問介護員（ホ ー ムヘルパー）の仕事内容について考察する。

ホ ー ムヘルパーは、 介護の市場化にともない、 もっとも注目される専門職のひとつであ

る。 そして現在、 ホ ー ムヘルパーの仕事、 評価、 労働条件等をめぐり、 さまざまな議論が

展開されている。 その背景には、 ホ ー ムヘルパーは労働市場における新たな職業として市

場拡大が見込まれること （ 1)、居宅介護サー ビスの利用者から介護サー ビスの質の向上を求

める声が高まっていることがあげられる。 しかしこれらの議論の基盤となるホ ー ムヘルパ
ーの仕事の実態は、 ほとんど明らかにされていないのが現状である (2)

0

そこで本章は、 ホ ー ムヘルパー 20 人からの聞き取り調査をもとに、 ホ ー ムヘルパーの仕

事の手順と仕事内容、 その特徴について、 各ケ ースや証言を例示しながら考察を行う。 分

析においては、 特に利用者の身体的・精神的諸特徴とニ ー ズヘの個別対応のあり方に着目

する。 それは、 次のような問題意識にもとづく。 介護サー ビスの利用者は、 サー ビスを必

要とする動機や身体的・精神的特徴、 住宅環境、 家族との同居の有無など、 介護において

考慮すべき条件は千差万別である。 さらに利用者自身の性格やこだわり、 生活歴等も異な

る。 こうした利用者ごとに異なる条件や要望は、 施設介護よりも日常と介護が地続きにあ

る在宅介護においてより鮮明となるだろう。 このような在宅介護の日常性と介護の個別性

に鑑みるならば、 介護サー ビスの質向上のカギとなるのは、 一定のサ ー ビス内容を前提と

した個別ニ ー ズヘの対応であると考えられるのである。

以上のような問題意識のもと、 本章は仕事の組み立て、 身体介護、 生活援助の3 点から

ホ ー ムヘルパーの仕事手順と仕事内容を追い、 個別ニ ー ズの把握とその対応について考察

する。 こうした作業を通じて、 ホ ー ムヘルパーの仕事の全体像と特徴を浮かび上がらせ、

介護の質向上ならびにホ ー ムヘルパーの技能育成に向けた手がかりを得たい。

2. 調査対象

調査日程：2003年 2月 ～ 6月

調査方法：半構造化形式のインタ ビュー (1人につき約 30 分～1時間）

質問項目：基本的属性、 実際のケースにもとづいた具体的な介護手順、 仕事ごとに注

意しているポイント、 利用者の性別とセクシュアリティなど
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調査対象者：ホ ー ムヘルパー、20 人 (3)

性別 女性：17 人 男性：3 人

雇用形態 常勤：10 人 登録：10 人

年齢 20 代：3 人 30 代：2 人 40 代：6 人 50 代：5 人 60 代：4 人

経験年数 1 年未満：2 人 1 年以上 2 年未満：4 人 2 年以上 3 年未満：1 人

3 年以上 5 年未満： 4 人 5 年以上 10 年未満： 4 人 10 年以上： 5 人

資格 ホ ー ムヘルパー 1 級：3 人 ホ ー ムヘルパー2 級：13 人

介護福祉士：8 人 ケアマネジャ ー：1 人 調理師：1 人（複数回答）

表ー1 調査対象者の属性
対象者名 性別 雇用形態 経験年数 対象者名 性別 雇用形態 経験年数

WAさん 女性 登録 1 年～ 2 年 WKさん 女性 登録 3 年～ 5 年
WB さん 女性 登録 10 年以上 WL さん 女性 登録 5 年～ 10 年
WC さん 女性 常勤 10 年以上 WMさん 女性 常勤 5 年～ 10 年
WDさん 女性 常勤 10 年以上 WNさん 女性 登録 2 年～3 年
WE さん 女性 常勤 10 年以上 WOさん 女性 登録 3 年～ 5 年
WF さん 女性 常勤 5 年～ 10 年 WP さん 女性 登録 5 年～ 10 年
WGさん 女性 登録 1 年～ 2 年 WQさん 女性 常勤 10 年以上
WHさん 女性 常勤 1 年未満 MAさん 男性 登録 1 年～ 2 年
WI さん 女性 登録 3 年～ 5 年 MB さん 男性 常勤 1 年～ 2 年
WJ さん 女性 常勤 1 年未満 MC さん 男性 常勤 3 年～ 5 年

3. 利用者宅での仕事の手順

ホ ー ムヘルパーの仕事は、 個別援助計画（訪問介護計画）をもとに提供される。 訪問介

護計画とは、 サー ビス内容や方法を記した計画書である。 まず介護支援専門員（ケアマネ

ジャ ー）が居宅サー ビス計画（ケアプラン）を作成し、 訪問介護（ホ ー ムヘルプサー ビス）

の利用回数や時間帯、 ホ ー ムヘルパーの活動内容などを決定する。 そしてホ ー ムヘルパー

は、 ケアプランから利用者と家族のおかれている現状とニ ー ズを把握し、 具体的なサー ビ

ス内容や方法などを盛り込んだ訪問介護計画を作成するのである。 そこで個別ケー スを例

示し、 一定時間内にどのように仕事が行われているのかをみよう。

(1)身体介護

身体介護でよく利用されるのは、 食事介助、 排泄介助、 更衣介助、 清拭、 入浴介助など
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である。 そこで個別ケースをもとに、 利用者宅における仕事の手順をみよう。

ケー ス 1 ：食事介助と清拭を中心とした 3 時間のケー ス

利用者は、 左半身に麻痺のある要介護度5の女性である。 まず挨拶をして体調などを確

認し、 オ ムツを交換する。 次に同居家族が用意した昼食を配膳し、 食事介助を行う。 利用

者はスプー ンを持ち口に運ぶことはできるが、 最近 は食べる意欲が落ち、 自ら食べようと

はしない。 そのためヘルパ ーが声をかけながら、 ひとさじづつ口元まで運ぶ。 食事途中で

ぼんやりしてきたら、 「ご飯ですよ」と声をかけたり、食事の合間にデザー トをはさむなど

して食事への意欲を促す。 約 1 時間かけて食事を終え、 食器の片付けをすませたら、 ベ ッ

ド周辺を掃除し、清拭の準備にとりかかる。お湯をはったバケッ、洗浄用のボトル、石鹸、

タオル、 バスタオルなどを用意し、 腕、 前面、 背中、 腰周りの順に清拭する。 利用者に不

安を与えないよう、 「 石鹸をつけて洗いますよ」「 お湯で流しますよ」など、 動作に入る前

に必ず声をかける。 その後、 車椅子への移乗を介助し、 話をしながら膝から下の足浴を行

う。 膝下を足浴にするのは、 車椅子に座ることで少しでも刺激を与えてほしいという家族

の希望による。 清拭から足浴まで、 約 1 時間かかる。 片付けがすむと、 話をしたり歌を歌

ったりしながら、車椅子の上でオヤツを食べるのを介助する。約 30 分かけてオヤツを食べ

終わると、 ベ ッドヘの移動を介助する。 全身をさすり、 最後にオムツをみて排泄がないか

確認する。

ケー ス2：入浴介助を中心とした3時間のケ ー ス

利用者は、 首から下が麻痺し、 全身介助が必要な男性である。 腹圧がかからないため、

排泄は下剤を飲んで摘便を行う。 ヘルパーは、 リフターを使いベ ッドからポータブルトイ

レヘ移動介助する。 摘便は医療行為でありヘルパーは行えないので、 同居の母親が行う。

摘便には 30 分から 40 分かかるため、 この間にヘルパーは入浴の準備をする。 摘便が終わ

ると母親は別室で休み、 入浴以降の介護はヘルパー 1 人で行う。 まず車椅子を浴槽へ移動

し、 カテーテルをはずし衣服の着脱を介助する。 そしてリフ ターを使い浴槽に入り、 全身

を洗う。 介護用の特殊な浴槽を利用しているが、 それでも利用者の体の向きひとつ変える

のも難しい。 浮力を使ったり、 利用者と息を合わせて体位を交換する。 また安全性に十分

配慮した介護方法をとっているが、 体位交換の際には「支えているから大丈夫」と声をか

け、 利用者に安心感を与えられるよう心掛けている。 約 1 時間かけて入浴が終わると、 リ
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フ ターに吊った状態で体をふき髪を乾かす。 利用者は自分の体を支えることができないた

め、 利用者が安全で楽な姿勢を保つことが重要である。 最適な姿勢が見つかるまで試行錯

誤したが、 現在では姿勢も決まりスムー ズに髪を乾かすことができるようになった。 その

後、 着替えとベッドヘの移動を介助し、 カテーテルを装着する。 そして適宜、 水分を補給

しながら、 医師の指導にもとづき全身を刺激する。

(2)生活援助

生活援助の中心業務は、 調理、 掃除、 買物、 洗濯などであり、 午前中に行われることが

多い。 そこで再び個別ケ ースを例にとり、 利用者宅での仕事の流れをみよう。

ケース 3 ： 調理と掃除を中心とした2時間のケー ス

利用者は夫婦 2 人暮らしで、 ホ ー ムヘルプサー ビスを週に 2 回利用している。 ヘルパー

の仕事の中心は、 次の訪問日までの3日分の食事を作ることである。 ヘルパーが訪問する

と、 調理してほしい肉や野菜などの食材が準備されている。 訪問当初は利用者が希望メニ

ュ ーを伝えていたが、 2 、 3 回訪問するうち、 献立もヘルパーに一任するようになった。

そのため、 ヘルパーは用意された食材を見て、 その場で献立と調理の段取りを決める。 夫

は糖尿病を患っているため、 できるだけ油料理は避け、 カレーライスやミネストロ ーネ、

煮物など、 野菜をたくさん取れる料理を心掛けている。 同じ食材が続くと、 今回はどう調

理しようかと頭を悩ませる。 長年の家庭での調理経験をもとに、 発想をふくらませる。 最

も気を遣うのは、 味付けである。 利用者の味の好みがわからないときは、 味見をしてもら

ったり、 薄味にして後から調節できるようにする。 利用者には、 食材の切り方や具の入れ

方など、細かな点にこだわりのある人も多い。そのため、調理方法には確認が欠かせない。

調理は時間との勝負でもある。 「何時までに何をしよう」と頭のなかで計算しながら、 1 時

間半で約7 品の料理を作り上げる。·調理が終わると、 台所周辺を片付け、 流しや ｀レンジを

掃除する。 そして残りの30分で、 居間、 トイレ、 洗面所、 玄関などを掃除する。掃除機だ

けではペッ トの犬の抜け毛が取りきれないため、 床は雑巾がけを行う。 拭き掃除が終わる

と、 ちょうど規定の2時間になるところである。

ケー ス4:掃除、 洗濯、 買物を中心とした2時間のケース

利用者は夫婦 2 人暮らしで、 妻の要介護度は 1 である。 妻は内臓に不安を抱えており、
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夫も腰を痛めているため、 夫婦ともに家事全般が困難な状態である。 訪問すると、ヘルパ
ー は掃除を始める。 まず、 ほうきを使った部屋の掃き掃除と拭き掃除を行い、続いて トイ

レと風呂場を清掃する。1日中窓が閉めきられていることもあるため、掃除中はできるだ

け換気するようにしている。 妻はヘルパーの訪問を楽しみにしており、ヘルパーが掃除を

する間も、ずっとヘルパーの側について話をする。 ヘルパー は話を聞きながら利用者の様

子を確認し、手は休ませずに動かし続ける。 利用者が悩みを打ち明けることはないが、 そ

れでも話を通じて病状や精神状態を知ることができる。 掃除が終わると、あらかじめ利用

者が洗濯しておいた洗濯物を千す。 約1時間で掃除と洗濯を終え、 買物の準備をする。 何

を買うのか訊ね、メモに書き留める。 特定のメーカーを希望する人もいるので、 品名や特

徴などを具体的にたずねるよう気をつけている。利用者の体調に配慮し、 「 キノコがいいん

じゃないですか」と言ったり、 「醤油は塩分控え目の方がよいのでは」と提案することもあ

る。 30 分から 40 分で買物から戻り、 品物やお金の確認をする。 最後に今日の内容を記録

して、仕事を終える。

(3)ヘルパーによる仕事の組み立て

ここまで個別ケ ースをもとに、 身体介護と生活援助の仕事の流れを見てきた。 しかしこ

こに紹介したのは、アクシデン トが無く、計画通りにサー ビスを実施した場合である。 実

際には、ヘルパー は当日の天候や利用者の体調・気分に合わせ、臨機応変に仕事を組み立

てる。 それではヘルパー はどのように状況を判断し、仕事を組み立てているのだろうか。

ヘルパーが重視しているのは、 その日の利用者の体調やニ ー ズを把握することである。

利用者宅を訪問すると、ヘルパー は利用者の顔色や整容の乱れをチェ ックし、今日の状態

をさっと観察する。 このとき、 ヘルパー は意識的に話をするよう努めている。 WKさんは
「天候の話とか、『お変わりないですか』だとか、取り留めのない話ですけれども、そのな

かから異常だとか、 ちょっとこの間来た時とは違うなというのが（わかることが）ありま

す」と言い (4) 、仕事を始める前に必ず利用者と会話をするという。MCさんは、訪問する

とまず 「1週間どうでした？」と話しかける。 すると 「膝が痛かったのよ」 「 雨だったから

病院に行けなかったのよ」といった話が聞けるので、体調や生活状況が把握できるという。

MCさんは 「 それを聞きたいがために、そういう話をするんです。顔色だけではなかなか」

と述べ、表情や手を握った感触よりも会話を通じてわかることが多いと指摘する。 WB さ

んも 「表情や受け応えなどで、かなりその人の内面的なことも読み取ることができる」と
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述べ、 仕事前のコミュニケ ーションが非常に重要だと語る。 そして具合が悪いなら親族や

医師、 事務所に連絡するなどの措置をとり、 気分が落ち込んでいるのなら楽しい会話をし

て様子をみるという。 次第に利用者の表情が和み、 「ああよかった」と思うこともあれば、

「やっばりこれはおかしいな」「最後まで表情に（暗さが）出るのはなんだろうな」と思う

場合は、 そこからその日のズケジュ ールを自分なりに組み立てる。 こうした会話は、 利用

者に痴呆がある場合に特に重要である。 WLさんは、 「 『調子はどうですか』と聞いたら、

『いいです』と言うに決まってます」と述べ、 だからこそ世間話を通じてより多くのこと

を聞き出し、 話し方を含めて体調や精神状態を把握するのだと言う。 もちろん、 利用者に

直接希望を確認し、 スケジュ ールを相談することもある。 しかしヘルパーは、 何というこ

とのない会話のなかに、 利用者の隠れたニ ー ズを読み取っているのである。

利用者の体調・気分とならび、 ヘルパーの仕事を左右するのは天侯である。 天気がよけ

れば、 最初に布団を干したり、 利用者に散歩や買物に出かけることを提案したりする。 雨

ならば、 ・洗濯を次回の訪問時にまわせるよう段取りをつけたり、 時間内にできずにいた仕

事を片付けたりする。 時間に余裕があれば、 座って話をすることもある。

ヘルパーは、 一定時間内に決められた仕事をこなさなければならない。 そのためヘルパ
ーは、 効率よく仕事をするための工夫をこらしている。WIさんは、 「だいたい掃除はどれ

ぐらいで終わらせようと目安を立ててやってます」と述べ、 あらかじめ仕事にかかる時間

を計算してとりかかるという。MBさんは、 「掃除や調理の間に洗濯機をまわしてしまいま

す」と言い、 同時並行で複数の仕事をこなす。 また電子 レンジを使い調理時間を短縮した

り、 無駄のない買物Iレー トを考える工夫もみられる。 しかし、 仕事の効率と利用者とのコ

ミ ュ ニケーションの間でジレンマを抱えることもある。 介護関連施設での勤務経験がある

WJさんは、 施設では時間に追われ話もできなかったと述べ、 ヘルパーには利用者と会話

を交わす余裕がまだあると指摘する。 それでも 「次のお宅があると、 効率良くやらないと

遅れちゃうんで、 効率は考えますね。 お話もしたいんだけど、 次を考えるとできない」と

語り、 時間と理想のサー ビスの間で頭を悩ませる。 それではヘルパー は、 仕事の効率と利

用者とのコミュ ニ ケーションをいかに両立させているのだろうか。 ホ ー ムヘルパー として

10年以上のキャリアをもつWBさんの頭の中は、 常にフル回転しているという。 「ゆ一 つ

くりお話していても、 頭の中はめまぐるしく計算してます。 あー、 あれを煮炊きするには

何時問くらいかかるかな、 とかね。 今日はトイレが汚れていたから手抜きはできないぞ、

とかね。一生懸命計算しながら、 それでも『こんにちは』とか『今日なに食べる？』とか、
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一生懸命会話 し て ま す」 と 話す。 こ の と き 、 表情や会話 を穏やかに保つのは、 当然であ る 。

どんな に効率良 く すす め て も 、 来客が あ っ た り 、 予想以上に手間 が か か る と 、 時間 内 に

仕事が終わ ら な い こ と も あ る。 そ の場合は、 利用者の 了解を得て、 一部の仕事を次回に繰

り 越す こ と も あ る 。 こ れは、 利用者の生活状況 を あ る 程度把握 して い る か ら こ そ で き る こ

と であ る 。 例 え ば後 で家族が訪問す る と 知 っ て いれ ば、 生乾 き の洗濯物 を外に千 し て おい

て も 良 い と 判断で き る し、 次回のヘルパー訪 問 日 と それま での衣服の有無が わかっ て いれ

ば、 次 のヘルパー に連絡 し た 上で繕い も の を次回 に ま わす こ と も で き る 。 こ う し て積み残

さ れた仕事は、 次回訪問 時の仕事 と し て記憶に と ど め ら れ る 。 W B さ ん は、 仕事を終え利

用者の家を一歩出 る と 、 や り 終え た と い う 深い た め息 と と も に、 「宿題 と し て 、 来週行っ た

ら 、 今 日 で き なかっ た あれ をやんな く ち ゃ い け な い な」 と い っ た考 え が頭を も た げ る と い

う 。 それで も 、 時間延長が避け ら れない場合 も あ る 。 例 え ば、 終了 間 際に排泄が あ っ た場

合 な ど が そ う で あ る 。 そ の 際に は 、 ま ず利用者に時間 を延長す る か確認 し 、 そ の上で事務

所に延長連絡を入れ る 。 サー ビス 時間 を延長す る と 、 自 費部分が発生す る な ど利用者の金

銭的負担が増す。 そ の た めヘルパー は、 で き る 限 り 決め ら れた時間内 に仕事を終 え よ う と 、

頭や手、 耳 を フル稼働 さ せてい る の で あ る。

ホ ー ムヘルパー は、 そ の 日 の天候や利用者の体調 ・ ニ ー ズに合わせて仕事の優先順位を

決め、 決め ら れた時間内 で最大の介助 が で き る よ う 、 仕事を組み立て て い る 。 そ こ で重視

さ れて い る の は 、 利用者に と っ て何が必要か と い う 視点 で あ る 。 そ の た め ホ ームヘルパー

は、 常 に利用者 と の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 心掛 け 、 利用者の ニ ー ズを掴 も う と 努め て い る 。

こ の よ う な ホ ー ムヘルパー の意識は、 個別具体的 な仕事において、 どの よ う に発揮 さ れて

い る の だ ろ う か。 次 に ホ ー ムヘルパー の仕事を身体介護 と 生活援助 に 分 け 、 それぞれの仕

事において重視 さ れて い る 事柄を見て ゆ こ う 。

4 . 身体介護の仕事

身体介護か ら は、 比較的利用頻度の高い入浴、 排泄、 食事の 3 つ の仕事について 、 そ の

内容 と ヘルパーが重視 し て い る ポイ ン ト をみ る 。

( 1 )入浴介助

介護保険制度の 開始以降、 寝た き り な ど要介護度の高い利用者は、 専門業者に よ る 訪問

入浴介護 （巡回入浴サー ビ ス ） を利用す る 傾 向 に あ る 。 そ の た めヘルパー に よ る 入浴介助
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は、 より自立度の高い利用 者を対象と した見守りと 一部介助が中心になったとい う 。 それ

でも、 ヘルパーの仕事のなかで入浴がもっとも危険をともな う 仕事であることに変わりは

ない。 浴室は滑りやすくケガをしやすい う え、 急激な体調変化をまねきやすいためである。

WGさんは 「一番転ぶことが多い介護だと思います」と述べ、 浴室の危険性を指摘する。

WAさんは、 「風邪をひかないよ う につ てい う のは、 ものすごく気をつけるんですよ。 その

日の気候ですとか、 体調をね。 必ず体温を計っ たり、 血圧を計ったりするんです」と言い、

体調管理を重視していると語る。 そして 「一軒家ですと、 お風呂場がものすごく寒いんで

すよね。 そ う い う 時は、 『昼間の暖かい日に入りまし ょ う よ』 って言って、 日にちをずらし

たりしてね」と述べ、 気温が低ければ入浴をとりやめることもあるとい う 。 WMさんは、

利用者の体調変化を防 ぐために、 「脱いでお風呂に入るまでの温度差をなるべく避けたい」

と言 う 。 そのため、 冬には脱衣所に電気ストーブを用意しても ら う などの提案もする。

利用者の身体的特徴も、 入浴介助の重要ポイントである。 WD さんは 「例えば大腿骨骨

折の方であれば、 なるべく骨折した部分に負担をかけない。 骨折していない、 いい足をど

う 動かすかによって、 ど う スムー ズに入浴できるかってい う ことを考えながら」と述べ、

利用者の負担と入りやすさを念頭において介助すると話す。 湯の温度や時間にも気を配る。

高齢者には熱めのお湯を好む人が多いとい う が、 急激な体温上昇は体調変化をもたらしや

すい。 WHさんは利用者が湯船にどこま で浸かるのかをみて、 声をかける時間を判断する

とい う 。 「温度が高くても、 胸の下までだといいんですけど、 首まで浸かってしま う と苦し

くなりますので。 首まで浸かる利用者さんは、 時間が長くなると体調を崩されたりするの

で」と語り、 しつ かり湯に浸かる利用者には、 早 目 に声をかけるよ う 注意していると語る。

入浴には、 利用者が裸になることから生じる難しさもある。 シミや湿疹、 傷跡などにコ

ンプ レックスを感じている利用者もいるので配慮が必要だ。 また、 セクシュ 了リティの問

題もある。 セクシュアリテ ィ の感じ方には個人差があるが、 利用者とヘルパーの性別によ

っても受けとめ方は異なる。 利用者が女性の場合、 女性ヘルパーには抵抗感が少ないよ う

である。 利用者のなかには女性同士であっても入浴介助を拒む人も いるが、 WAさんが 「あ

る程度裸になってくれる」と言 う よ う に、 多くの場合は女性ヘルパーを受け容れてくれる。

しかしその場合も、 利用者のセクシュアリテ ィ には十分配慮する。 浴室に入る前に利用者

にタオルを持ってもら う 、 浴室では利用者の横か後ろに位置し向き 合わない、 陰部などは

自分で洗ってもら う 、 と いった技術的配慮である。 またヘルパー が 固定 さ れ る こ と も 、 利

用 者が安心 して入浴できる方法のひとつである。 WNさんは、 自分の担当する利用者が入
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浴 中 に 「 こ れが し よ っ ち ゅ う 、 い ろ んな人が来 ら れて も ね。 やっ と 慣れた と こ ろ だか ら 」

と こ ぼ し た の を 聞 き 、 ひ と り で入浴で き な く て も 、 ヘルパー な ら 誰で も いい と い う わ けで

は な い の だ と 感 じ た と い う 。

女性の利用者 と 男性のヘルパー と い う 組み合わせ に は 、 双方に戸惑いがみ ら れ る 。 入浴

サー ビス で男性職員 に介助 し て も ら っ た経験の あ る女性利用者は、 「 ま ぁ 、 あ り がたい制度

に な っ た も ん だ」 と 感謝の言葉 を述べな が ら も 、 そ の と き の様子 を 「 （恥ずか しい と ） そ ん

な こ と 言 っ た り 考 えた り し て い る 暇ないです。 サ ッ サ、 サ ッ サ と 、 ま る で機械」 と 語る 。

そ し て入浴介助 はやは り 女性がいい と 言い、 「 だ っ て 男 の人だ と ね え 」 と 言葉を濁す。 そ う

し た女性利用者の心理に配慮 し 、 男性ヘルパー は女性利用者の身体介護を控え る傾向 に あ

る 。 M B さ ん は女性利用者への入浴介助 について、 「入浴介助 の会社の方は男性 も女性 も い

ま すので、 仕事 と して は抵抗あ り ません よ 」 と き っ ぱ り 断言す る 。 し か し 「訪問介護は 1

対 1 に な る ので、 多少気 に は な り ま すね」 と 述べ、 基本的 に女性利用者への入浴介助 は し

な い よ う に し て い る と 語 る 。 MA さ ん も 「 （女性利用者は） ま ずや り に く いだろ う と 思っ て

る か ら 、 も う 各事務所へ 『私、 同性介護 を 希望 し て ま す』 と い っ て登録 し て も ら っ て る ん

です」 と 話す。 M C さ ん も 同性介護を希望 し て い る が 、 そ こ に は も う 少 し積極的 な意味が

込 め ら れて い る。 M C さ ん は男女の身体的特徴か ら 「男 性 に は男性 し かわ か ら ない部分、

女性に は女性 しかわか ら な い部分 っ て あ る と 思 う 」 と 述べ、 同性間 な ら よ り 適切 な介護が

で き る と 指摘す る。 こ れ ま で に も 、 男性利用者か ら 「 こ ん な と こ ろ に気付いて く れた の か」

と 喜ばれた こ と が あ る と 言 う 。

それでは男性利用者は、 ヘルパー の性別 を気にする の だ ろ う か。 あ る 男性利用者は、 入

浴 を介助 し て く れる女性ヘルパー に感謝 しな が ら も 、 「やっ ぱ り 男 、 男 同士がいいですね」

と つぶや く 。 入浴介助 を恥ずか し が る 男性 の存在を 指摘す る 女性ヘルパー も い る 。 と はい
’

え男性利用者は、 女性利用者ほ ど異性間介助 を忌避 し て い る わ け ではない。 む し ろ戸惑い

は 、 女性ヘルパーの側 に み ら れ る 。 「 （戸惑いは） 全然な いです」 「 （経験はないが） やれ

な い こ と は な い と 思いま すので、 や る と 思い ま す」 と い う 声 も 聞かれ る が 、 や り に く い と

い う 意見 も 多い。 WN さ ん は 「 ち ょ っ と 緊張 し ま すね、 男 の方に触れ る の は」 と 率直に語

る 。 W E さ ん は 「最初 にヘルパー を し た時、 やっ ば り 、 こ う 、 『 う っ 』 と 思っ た んです」 と

言 う が 、 ヘルパーの仕事なのだか ら と 自 分に言い聞かせた と 話す。 WD さ ん も 「最初はね、

や っ ば り ヘルパー の な り た て に は 、 男性は正直言 っ て恥ずか し かっ たです」 と 言 う 。 し か

し続けて 「年齢を重ねる ご と 、 経験を重ね る ご と に 、 恥ずか し い っ て い う 思い が な く な っ
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て 、 仕事 と し てで き る よ う に な り ま した」 と 述べ、 今では仕事 と し て割 り 切 っ て い る と 言

う 。 WM さ ん は、 抵抗感はないが 、 男性の身体的特徴が わ か ら ず困 る こ と が あ る と い う 。

「女性です と 同 じ女性ですか ら 、 どのへんが汚れて い る か と い う の は あ る 程度わか り ま す。

けれ ど も 男性です と 、 陰部洗浄に し て も 、 大変な作業 に な り ま す よ ね。 （ 中 略） あ る 程度本

に 出 て いて も 、 ひ と り ひ と り 違っ て た り し ま すので、 『それは ど う し た ら いいの ？ 』 っ て男

性ヘルパー さ ん に 聞 く しかない」 と 語 り 、 異性間介助の難 し さ を指摘す る 。 WM さ ん はヘ

ルパー と し て 5 年以上の キ ャ リ ア を積み、 後輩を指導す る 立場に あ る が 、 それで も 「 同性

介助 の ほ う がいいのかな っ て い う と き も あ り ま す よ ね」 と 打ち 明 け る。

女性ヘルパー に は、 男性の入浴介助 に 関 し て も う ひ と つ悩みが あ る 。 それは、 ヘルパー

に陰部 を 洗わせ よ う と す る 人が少 な く な い と い う こ と であ る 。 「女の人は、 前は必ず 自 分で

や る と お っ し ゃ る け ど、＇ 男 の人はないんです。 皆 さ ん、 甘 えて ら っ し ゃ る よ う です」 と い

う 声や 「男性の場合、 若いヘルパー にやっ て も ら う と 嬉 し いんで し ょ う か。 やっ て も ら い

たいみた いですね」 と い う 声、 手を動かせ る の に陰部 を洗お う と し ない男性に 「 自 分で洗

っ て く だ さ い」 と 怒 っ た と い う 話 が 聞 かれた。 女性ヘルパ ー は、 で き ない の な ら 介助する

の は 当 然だ と 言 う 。 し か し 自 分で洗え る の に、 わ ざ と ヘルバー に陰部 を洗わせ よ う と す る

利用者の廿 えや傲慢 さ に直面する と き 、 ヘルパー はや り き れない怒 り や悲 しみ を感 じ る の

で あ る。

( 2 )排泄介助

排泄介助では、 利用者に不快感 を与えず、 早 く 、 清潔に行 う こ と が重要 で あ る 。 そ の た

め 、 大切 な の は事前の準備であ る 。 ま ず室内温度 を 高 め 、 お湯や石鹸、 洗浄用 の ボ ト ル、

汚物 をふき と る 布、 タ オルな ど を用 意す る 。 そ し て利用者に声 を か け 、 オム ツ の交換をす

る 。 排泄状態に よ っ て は、 パ ッ ト やオム ツ を交換す る だ け の時 も あ る し、 背 中 や衣服ま で

汚れていれば洗浄 · 着替え を介助する。 ま た利用者が動 け る 場合は、 ト イ レヘ誘導す る の

が理想だ と い う 。 ト イ レに座る こ と で刺激が得 ら れ、 排泄が促 さ れ る た め で あ る 。 そ の た

め リ フ タ ーや車椅子 を使い、 ト イ レヘの移動 を介助する。

排泄介助 は、 オ ム ツ 交換や ト イ レ誘導 に と どま ら な い。 し ば ら く 排便が無ければ、 便意

を促す こ と も あ る 。 WM さ ん は、 「 （利用者宅 に） 入っ た時点で （排便記録を） 見 さ せて い

た だいて 、 『昨 日 出たんだっ た ら 今 日 は な いかな ぁ 』 と か、 『 も う 3 日 も 出 て ないな ぁ 』 と

い う の を確認 して 、 お な か を ち ょ っ と 触っ てみ る 」 と 話す。 そ して排便が無 く 、 腹部が硬
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い場合は、 肛門周辺にお湯をかけ刺激を与え便意を促す。 ヘルパーは医療行為が禁じられ

ている。そのためWMさんは 「刺激を与える程度くらい しかできないんですね」と 話すが、

それでもトイ レに座りさするだけでも排便は促される と いう。 こ う した排便リズムの確認

には、 日々暮ら しをと もにする家族の協力が不可欠である。

オムツ交換は、 新人ヘルパー に と って難 しい仕事のひ と つである。 ヘルパー経験が 1 年

以上2年末満 と 、 まだキャ リアの浅いWGさんは、 難 しい仕事 と して清拭や衣服の着脱 と

ならび、 オ ムツ交換をあげる。 WG さんは 「講義の と きは、 元気な者が介護する人 と され

る人になって練習 しているわけです。 でも、 実際はそ う じゃない。 片手が動かなかったり

と か」 と 語り、 思うように体を動かせない利用者へのオムツ交換は難 し い と 指摘する。 利

用者の関節がポキン と なる度に、 折れたのではないか と 不安になる と いう。

しか しより難 しいのは、 利用者の羞恥心に配慮 した適切な介助である。 WBさんは、 こ

れまでの経験から、 利用者がヘルパーによるオ ムツ交換を嫌がるのは当然だ と 言 う 。 そ し

て 「 そのなかで、 できるだけ抵抗を少なくする方法を考えていく しかないですね」と 語る。

「時には叩かれたり と い う こ と も覚悟のうえで。逆に、 こ ちらが『 ごめんなさいね』『嫌な

こ と しちゃってごめんなさいね』と い う のもやり方」と 述べ、 ただ手早くするのではなく、

声をかけ利用者を尊重 しなが ら介助する こ と の重要性を指摘する。 WMさんは、 羞恥心か

らオムツ交換を嫌がる利用者には、 まず 「今、 オ ムツのほ う がだいぶ汚れているようなん

で、 さつ ばり したらいかがで しょ う か」 と 声をかける と い う 。 する と 利用者も気持ち悪く

感じている ので、 「 そうだな ぁ 」 と いう返事がかえってくる。 そ こ で · 「じゃあ、 私がさせて

いただいていいですか」 「何々さんの協力がない と 、 ちょっ と 私できないんで、 よろ しくお

願い します」 と たたみかけ、 渋々でも 「うん」 と いう応えを引 き出す。 WMさんは、 こ う

したコ ミ ュ ニケー ションが と れるよ う になるまで、 ずいぶん苦労 した と い う 。 当初、 利用

者はヘルパー にオムツを交換されるのが嫌で、 ヘルパーを叩いたり、 つねったり し て拒否

反応を示 していた。 しか し今では、 交換する と きに腰を浮か してくれるな ど、 ずいぶん協

力的になった と いう。

トイ レ誘導にも、 利用者の羞恥心への配慮が必要である。 特に利用者に痴呆がある場合

は、 トイ レ誘導には知恵 と 経験が求められる。 WKさんは、 羞恥心が強く、 トイ レ誘導 と

パット交換だけで 1 時間かかる利用者を担当 している。 そ こ で、 ある日のWKさんのトイ

レ誘導方法をみよ う 。 訪問する と 、 利用者は 「今日は寒いですね」 と いった世間話を始め

る。 そ こ で、 その会話に相槌をうちながら、 「今日は どのような感じでお手洗いに誘導 しよ
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う かな」 と 考 え る と い う 。 直接 「 ト イ レ に行 き まし ょ う 」 と 言っ て も 「 も う 、 いいです」

と 拒否反応を示す。 そ こ で 「お手洗いを貸 し て い た だ け ま せんか」 と 切 り 出 して み る 。 す

る と 「 ど う ぞ」 「 あ っ ち よ 」 と お し え て く れ る ので、 「場所 ど こ ですか、 お し え て く だ さ い」

と 声をかけ、 ト イ レの前ま で来て も ら う 。 利用者が ト イ レ ま で来た ら 、 「何々 さ ん も 、 ち ょ

っ と 腰掛けてみま せんか」 と 話 し かけ 、 ト イ レ に座っ た と こ ろ でパ ッ ト の 交換をする。 利

用者は排泄介助 に拒否感が あ る が 、 内心は ト イ レに行 き た い と い う 気持ち を も っ て い る 。

そ の た め、 排泄介助がすむ と 「 ど う も あ り が と う ご ざい ま す」 と 礼 を言 っ て く れ る と い う 。

WK さ ん は 「す ご く 痴呆がすすんで ら し て も 、 そ う い う こ と （排泄介助） に は羞恥心が

強い」 と 語 り 、 だか ら こ そ 時間 を か け 、 利用者の気持 ち を汲 んだ細やかな介護 をす る 必要

が あ る と 考 えてい る。 排泄介助 に お け る羞恥心への配慮は、 ヘルパー が単な る 効率t生では

な く 、 利用者の立場に 立っ た介助 を重視す る 姿勢を表 し た も の と い え よ う 。

( 3 ) 食事介助

食事介助 では、 安全性 と おい し く 食事で き る 雰囲気づ く り に重点 が置かれて い る 。 そ こ

で、 ま ずは食事介助 にお け る 安全性の確保 について みて ゆ こ う 。 利用者が箸やス プー ン を

使 え る 場合は、 利用者が食べやすい よ う に食事を配膳 し 、 誤礁が な い か見守 り を行 う 。 自

カ での食事が困難な場合は、 ヘルパー が食事介助 を行 う 。 具体的 に は、 利用者に声 を かけ

なが ら 、 ひ と さ じづつ利用者の 口 元ま で食事を運び、 飲み込 めたか ど う かを確認ず る 。 経

験の浅いヘルパー は、 食事介助 に難 し さ を感 じ て い る 。 ヘルパー に な っ て 1 年未満で あ る

WH さ んは、 「 ス プー ン と か 口 に運ぶ と き に、 ど こ ま で 口 に入れて いいのか加減が （難 し い） 。

こ ぼ さ ない よ う に と い う の と 、 飲み込みの邪魔にな ら な い よ う に と い う の と 」 「ー ロ も 、 ど

れ く ら いス プー ン に取ればいいの か と い う の も 難 し いです」 と 述べ、 食事介助 は緊張す る

と い う 。 ヘルパー経験が 1 年以上 2 年未満で あ るMA さ ん は、 「お湯だ と か水 も の を飲み込

む と き 、 ち ょ っ と こ う 高 く す る と 、 ぐ一 つ と 押 し込まれ る か ら むせ ち ゃ う 。 か と い っ て遠

慮 し てやっ て る と 、 今度は吸い上げる の に辛い」 と 語 り 、 飲み物の介助 は加減が わ か ら ず、

苦労す る と い う 。

食事介助 では、 咀嘔や礫下状態 に合わせて 、 利用 者のペー ス に応 じ た介助 をする こ と が

重要で あ る 。 な かで も 特に 注意が必要な の は、 飲み込みの確認であ る。 WD さ ん は 「礁下

（困難） の人は、 急が ないで、 ゆ っ く り 、 時間 を か け てやっ てお り ま す」 と 語 り 、 利用者

の顔の表情や 口 の動き を注視 し 、 確実に飲み込ん だ こ と を確認 し て か ら 次のひ と さ じ を差
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し入れるとい う 。MCさんは、 「ペースとい う のは個人によって違いま すから、それによっ

て誤嘲が（生じることが）一番怖い」と話す。 そして、 利用者の食事ペースを守ることを

心掛け、 利用者の気が散り誤礫してしま わないよ う 、 時には会話も‘l真むとい う 。 この他、

WGさんの 「す ごくむせることが多いんです。 それが怖いので、 気をつけてま すね」とい

う 声や、 WIさんの 「誤喋されちゃ う のが一番困るので、 なるべくゆっくり」とい う 声が

聞かれた。 食事介助における誤燕の注意は、 ヘルパーの共通 認識である。 利用者に痴呆が

みられる場合は、 よりいっそ う の注意が必要である。 WLさんは、 痴呆のある利用者の食

事介助を担当している。 利用者は自分で食べ物を 口 に運ぶことができるが、 一度にたくさ

んの物をほおばってしま う ため、すぐにむせて吐き出してしま う 。そこでWLさんは、 「こ

う やって持ってみたらいかがですか」 「頭を下げて近 づけてください」 「箸をここま で持ち

上げてください」といった声かけを、 食事動作のひとつひ と つに行 う とい う 。 パンひとつ

食べるのにも、30分以上かかる。しかし利用者のペースに合わせ、 きめ細かく声をかける

ことで、 危険な誤礫を防ぎ、 食べこぼしをなくしているのである。

それでは、 食事を楽しくする雰囲気づくりは、 どのよ う になされているのだろ う か。 そ

れは、 会話などの コ ミュニケーションである。 WE さんは、 見守りを中心とした食事介護

のときは、会話を楽しめるよ う にしているとい う 。 「テレ ビがついてるし、テレ ビがついて

なかったら、 最近 のニュースの話とか、 その地域での話とか。 利用者さんも娘さんと暮ら

しているから、 私も子どもの話とか」と述べ、 話題を提供し食事がすすむよ う にしている

とい う 。MAさんは、 「 コ ミュニケーションができると、食事のテンポ、 キャ ッチボールが

お互いに う ま く合ってくるんですよね。 相手が何を食べたがっているか、 何を嫌がってい

るか、 ど う い う 口ヘの運び方を喜ぶか、 嫌がるか。 そ う い う のがわかってくると、 食事の

合間に会話をする余裕が出てくるんですね」と語る。 そして、 食べ物を 口 に入れる合間に

少し話しかけ、 利用者が応えられるよ う 様子をみるといったことが自然にできるよ う にな

ってくるとい う 。 こ う した コ ミュニケーションは、 利用者にとっての食事を、 単なる行為

から楽しみへと変えてゆく。 そして、 食べる意欲をも引 き出してゆく。 MAさんは、 利用

者から 「MAさんと食事してたら、 おいしくたくさん食べられたよ」と言われたとき、 ヘ

ルパーとして嬉しく感じるとともに、 コ ミュニケーションの重要性をあらためて認識した

とい う 。 より良い介護のためには、 利用者とヘルパーの コ ミュニケ ーションや信頼関係が

重要であることを示唆する例だといえる。
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( 4 )身体介護の特徴

こ こ ま で入浴介助 、 排泄介助、 食事介助 の 3 点 に絞 り 、 身体介護のや り 方をみて き た。

そ こ で、 身体介護の仕事の特徴 を考察 し よ う 。

身体介護の最大の特徴は、 体調管理お よ び安全性の確保 に あ る 。 入浴にお け る 体温 ・ 血

圧 の チ ェ ッ ク 、 転倒防止、 食事介助 にお け る 咀喘 ． 喋下の確認な どがそれであ る 。 体調管

理 と 安全は、 身体介護において最低限守 ら れな ければな ら な い。 そ の た めヘルパー は、 利

用者の身体的 · 精神的諸特徴を念頭 に 、 そ の 日 の条件を加味 し な が ら 、 も っ と も 安全な方

法 を選択 し て い る 。 WQ さ ん は 「利用者が痛みな ど を意思表示でき ない場合は、 特 に注意

が必要」 と 語 り 、 表情や姿勢の確認を重視す る と 話す。

その上で、 M C さ ん は利用者に安心感 を与 え ら れ る よ う 努め て い る 。 「身体介護の場合は、

100％やっ て 当 た り 前なわけです。 （ 中 略） 95％ じ ゃ ダメ 。 『 ち ょ っ と ぶつ け ち ゃ いま した』

ではダメ なわ けです。 ですか ら 、 それ以上の こ と が あ る と すれば、 安心感 じ ゃ ないですか」

と 語 り 、 入念な準備 を前提に、 さ ら に言葉かけ を重視 し て い る と い う 。

ま た身体介護 に は、 利用者のセ ク シュ ア リ テ ィ や羞恥心への配慮が求め ら れ る 。 入浴介

助 の例か ら は、 利用者 と ヘルパー の性別組み合わせに よ っ て 、 セ ク シ ュ ア リ テ ィ ヘの戸惑

いが生 じ う る こ と が示 さ れた。 異性間介護 は利用者 ・ ヘルパー の双方に戸惑い を も た ら し

やす く 、 特に利用者が女性、 ヘルパー が男 性 と い う 組み合わせは、 互いに難 し さ を抱えて

い た。 加 え てヘルパー か ら は、 男女の身体的差異 と い う 観点か ら 、 異性間介護の難 し さ と

同性間介護の利点を指摘す る 声 が 聞 かれた。 さ ら に事例か ら は、 利用者の立場に立っ た言

葉かけ の重要性が見 出 さ れた。 利用者に不快感を与 えず、 介護に協力 して も ら う 言葉かけ

は難 し く 、 ヘルパー は多 く の経験を積む こ と で コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン方法を身に つ けて ゆ く 。

痴呆の あ る 利用者の ト イ レ誘導は、 ヘルパ ーが利用 者意識 に配慮 し 、 言葉か け を駆使 し て

い る こ と を示す好例であ る 。

こ の よ う に身体介護は、 利用者の体調 と 安全を第一 に考え、 セ ク シ ュ ア リ テ ィ や羞恥心

な どの利用者意識に も 配慮が求め ら れ る 仕事で あ る 。 それでは、 ヘルパー は身体介護 を ど

の よ う に捉 え て い る のだろ う か。 キ ャ リ ア の浅いヘルパー に と っ て 、 身体介護は難 し い仕

事であ る 。 先にみた よ う に 、 経験の短いヘルパー は コ ツや タ イ ミ ン グ をつかめず、 体位交

換やス プー ンの差 し入れ方 に難 し さ を感 じて い る。 ま た 自 立支援の考え と 、 安全性、 効率

性の 間 で ジ レ ンマ を抱 え る こ と も あ る 。 ヘルパー に な っ て 1 年未満のW J さ ん は、 身体介

護の難 し さ を次の よ う に表現す る 。 「 ケガを さ せち ゃ い け な い。 ち ょ っ と は 自 分ででき る か
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ら、 できれば自分でやってほしい。 だけど、 危ない。 だから、 結局手を貸してしまう。 時

間もありますし、 できるまでやらせちゃうと、 時間がかかりすぎちゃうので」。 MC さんも、

ヘルパーになった当初を振り返って次のように語る。 「最初 はやって さ し あ げ る と い う 気

持ちがあったんですよ。 本当は自立支援なわけでしょ。 それを誤まってましたね。 私がや

れば早いわけですけれども、 それではダメだったということですね」。

しかしヘルパーとして経験を積むにしたがい、 仕事のコツが得られ、 スムー ズに仕事を

すすめることができるようになる。 利用者に不快感を与えることもな く なり、 さらに自立

支援を意識した介助も身についてくる。 ヘルパーとして 3年以上のキャリアを持つW I さ

ん は、 最初は難しかったが上達した仕事として、 清拭と移動の介助をあげる。 「清拭。 手順

を覚えるまでが （たいへんだった）。 最近 は上達したかな。 あとは、 移動の介助も気をつか

うポイントがわかるようになってきました」。 また、 自立支援にも工夫がみられるようにな

る。 M C さん は、 危険の少ない着替えにおいて自立支援を意識した介助を行っているとい

う。 「着替えは、 ご自分でできるところは、 やはりやっていただ く ことを考えています。 ボ

タンの1個目は私がやりますけど、 次はやっていただく」 と語り、 掛け違いしやすい最初

のボタンだけ介助する工夫をしている。

身体介護の特徴は、 次のようにまとめることができよう。 身体介護とは、 利用者の体調

管理と安全確保が要請され、 さらにセク シ ュ アリテ ィ や羞恥心などの利用者意識への配慮

と自立支援の理念の実践が求められる仕事である。 そのためホ ー ムヘルパー は、 利用者の

身体的・精神的諸特徴やその日の条件に応じて仕事方法を変更したり、 利用者との間に コ

ミ ュ ニケ ーションをはかり最適な言葉をかけることで、 利用者のやる気と満足感を高める

努力をしている。 したがって、 より安全で快適な身体介護にむけてホ ー ムヘルパーに求め

られることは、 的確に判断するための利用者情報の把握と、 利用者の意思を汲みコミュニ

ケー ションを円 滑にする経験と能力の育成であると考えられる。

5 . 生活援助の仕事

生活援助からは、 利用頻度の高い調理、 掃除、 買物の仕事を対象に、 仕事内容とヘルパ

ーの注意事項をみる。

( 1 ) 調理

調理の仕事は、 ヘルパーの入る時間帯や訪問回数に応じてメニ ュ ーや品数が異なる。 ケ
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- ス 3 の よ う に 3 日 分約 7 品 を作 る こ と も あ る が 、 多 く の場合は 1 食分約 3 品 を調理す る 。

メ ニ ュ ー は利用者の希望 に あ わせ る が 、 焼 き 魚 な ど のおかずに 、 煮物、 和 え物、 酢の物な

ど の副菜を用意する こ と が多い よ う だ。

調理で も っ と も 重視 さ れて い る の は、 衛生面であ る。 多 く のヘルパーが真っ先に衛生面

を指摘 し 、 仕事の前後では石鹸 を つ けた手の洗浄や う が い を行っ て い る と 話す。 例 え ばM

c さ ん は 「味付 け よ り も清潔」 と 言い 、 そ の理 由 と し て 「我々 が利用者 さ ん に菌を移 し て

も い け な いです し 、 逆に利用者 さ んか ら 菌 を いただ く と 、 次の と こ ろ には行 け な い わ け で

す よ ね。 ですか ら 調理は清潔に気 を つ け て ま す」 と 語る 。 こ の よ う にヘルパーは 自 分 自 身

の衛生に気 をつ け る ほか、 キ ッ チ ンや調理器具に も 注意 を 払 う 。 台所周辺 を掃除 し清潔に

し た り 、 虫が近寄 ら な い よ う 、 調理道具を密 閉容器に入れ る な どの 工夫を し、 食 中 毒の発

症 を防いでい る の で あ る 。

衛生面の他に も 、 調理に は注意すべ き 点 が多い。 M B さ ん は、 調理で気 をつ け る ポイ ン

ト と して味付 け と 食材の 固 さ を あ げる 。 「 ま ず、 味付け ですね。 人 に よ っ て濃い ・ 薄い、 甘

い ・ 辛い と い う の が あ る の で、 味見 は必ず し て も ら いま す。 あ と は 、 固 さ です。 歯が悪い

方 も い る ので」 と 語 り 、 利用者の好みや咀嘔状態 に あ っ た調理の必要性を指摘す る。

し か し、 利用者の好みや状態に合わせた調理は、 想像以上に難 し い。 まずは味付 け につ い

て み よ う 。 W E さ ん は 「私た ち 専門職 （ホ ー ム ヘルパー） は、 栄養士 と かそ う い う ん じ ゃ

な いか ら 、 やっ ば り 本人の好き な も の に そ っ てやっ て ま すね」 と 話 し 、 利用者の好み を尊

重す る 意 向 を示す。 特に食事は利用者の楽 しみのひ と つで あ る た め 、 ヘルパー は利用者に

喜んで も ら いたい と い う 意識が強い。 そ の た め薄味 に調理 し 、 味見を し て も ら い な が ら 、

利用者の好みに味を整えて ゆ く 。 薄味を基本 と す る の は 、 味付け に 変化 を も たせやすいだ

け でな く 、 利用者の体調 を配慮 し て の こ と で も あ る 。 WD さ ん は 「『ヘルパー さ んの好 き な

よ う にでい い よ 』 っ て言っ て く だ さ る 方 も い ま すか ら 、 そ の時はそ の時な り に言葉 に廿 え

さ せて も ら っ て。 自 分で こ んな感 じ でい い の かな あ っ て感 じ で味付 け し て ま す。 例 え ば、

こ の方は こ ん な病気持 っ て い る か ら 、 薄味に し た方が いい のかな っ て 、 そ う い う こ と でや

っ て ま す」 と 語 り 、 体調 を意識 し た 味付け を心掛け て い る 。 ま た 、 家族か ら 血圧が高いの

で塩分を控え 目 に して ほ し い と 依頼 さ れる こ と も あ る 。 し か し 、 こ う した健康への配慮 と

利用者の好みが合わず、 悩 む こ と も あ る。 WN さ ん は利用 者の血圧の高 さ を考慮 し て薄味

に した と こ ろ 、 「煮物 の味がおい し く な い」 「 味噌汁飲んでいる気が し な い」 と 言われた と

い う 。 そ して 「そ の方が 『 こ ん な感 じ』 っ て いわれた の は、 す ご く シ ョ ッ パイ んです よ 。
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でもすごく血圧の高い方なんで、 どう したらいいのかなと、ち ょ っと困りま した」 と語る。

WMさんも家族の指示に したがい薄味に したところ、 食べてもらえなかったり、 醤油をか

けられた経験がある。 WMさんは 「塩分控え目の人に、 お醤油かけられた」 と ガ ッカ リ し

たが、 利用者は高齢なのだから、 多少の健康配慮よりも本人の希望を尊重 しようと考えを

切り替えたという。 WMさんは 「ち ょ っと味を濃い目に して」 調理 したところ、 「いつも、

おい しいおい しいって食べていただけ」 た と 話す。 今では、 健康への配慮と本人の希望は、

柔軟に考えればよいのではないかと思うようになったという。

調理方法にもヘルパーの工夫がみられる。 ヘルパーは利用者の状態に応じて、 喋下 しや

すいようモヤシの ヒ ゲを取り除いたり、 食べやすく噛みごたえがあるよう隠 し包丁を した

り、 むせないよう水分にとろみをつけたりといった工夫を行う。 もとも と 料理好きだった

というWAさんは、 「すごくたいへんなんですよ。お年寄りなものですから、やわらかく 煮

るとかは、 こっちのアレンジですよね。 だから、 お料理の本を見て自分でアレンジ しなく

ちゃならないんですよ」と言う。 そ して 「すごくたいへん。 でも、 すごく勉強になりま し

たけどね」と述べ、 勉強 し経験を積むことで、 利用者に合った調理ができるようになった

と 話す。

ま た調理は、その家庭独自の方法やこだわりからくる難 しさがある。W P さんは、 「自分

はこれで普通だと思っていても、その人の普通とは違う」と言い、 「多少うんざりするぐら

い、 切り方も味付けもひとつひとつ確認 し なければいけない」と話す。 WCさんも「お味

噌汁の具の順番 と か、 お味噌の入れ方とか、 一般常識をはずれた と ころで、 自分はそうで

ないとダメなんだというのもある」と語ったうえで、 「すべて相手の意思を尊重 し ま す」 と

言う。 WBさんもまた 「できるだけ、 可能な限り合わせてます。 ま ったく同じにはならな

いですけど、 要求は可能な限り聞き入れま す」と話す。 例えばWBさんの担当する利用者

は、 茄でたほうれん草を絞る と 栄養が流れて し ま う と 考えていた。 そのため、 利用者はい

つもほうれん草を茄でるとま な板に並べ、 水が自然に切れるのを待っていた。 それを聞い

たWBさんは、 利用者のやり方に しがたい、 早目にほうれん草を茄で、 ま な板に並べて水

を切ったという。 WBさんは 「本当に信じていらっ しゃる方がいらっ しゃれば、 無碍に し

ま せんよ。（中略）こだわりですから、 その人の」 と応え、調理では利用者の意思を大切に

するために相談が不可欠だと指摘する。

残り物の始末にも、 同じことがいえる。 WCさんは、 古い食材の始末について 「その方

が間違って食べちゃったり したら、 命にかかわりま す」 と述べ、 ま ず安全を重視するとい
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う。しかし確認を怠らない。 「冷蔵庫のなかで傷んでいるなと思うものも、 お聞きしなけれ

ば捨てられない。 たとえカビが生えていても、 だまって無断で捨てることはできない」と

話す。 そ して、 必ず利用者に見せ、 指示を受けてから捨てると語り、 「 それは原則だと思う

の」 と強調する。 WG さんは痴呆のある利用者に配慮し、 残り物にメモを貼り、 作った日

付などがわかるよう工夫している。 WG さんは 「しゃべったことを次の日にはほ と ん ど覚

えていらっしゃらないから、 そうしないと。 ひとつひとつ面倒くさくても、 すべて書いて

おかないと」 と述べ、 メモによって安全と確認を可能にしているという。 調理では安全性

や体調への配慮に加え、 利用者のこだわりを尊重するための相談・確認が非常に重要であ

るといえよう。

( 2)掃除

掃除もまた、 利用者のこだわりが多い仕事である。ホ ー ムヘルパーとして 1 0 年以上の経

験をもつWD さんは、 「 その家 その家によって、 お掃除の仕方が違うんですね。お料理の仕

方も違うように」 と話す。 そして 「在宅ですと、 やっぱり 1 0 0 件あったら 1 0 0 通りのお仕

事の仕方があると思いながら、 させてもらっています」 と続け、 掃除は気を遣う仕事のひ

とつであると指摘する。 WBさんも 「お掃除は、 ずいぶん違うんですよね」 と述べ、 各利

用者のやり方に対応するために、 掃除に対する自己観念は持つべきではないと語る。

それでは具体的に掃除方法をみよう。 WMさんは 「だいたい掃除機かけて拭き掃除して

というかたちですけど」としながらも、 「掃除機のないお家もありますよね。ほうきだけで

やってくれっていう方もいらっしゃる。 フ ロ ーリングだとダスキン、 ああいうの（化学雑

巾）でいいっていう方もいらっしゃる。（中略）私が以前入っていた方には、 新聞紙を濡ら

してち ぎって、 それでほうきで掃いてくれっていう方が（いました）」と話す。WCさんは

「お掃除に関して事細かに叱られたり、 文句を言われたことがない」 としながらも、 「これ

はダスキン系の（化学雑巾）とか。 ここからここまではこの雑 巾 で、 濡れたのでしつ かり

拭きあげる。 こっちからこっちは、 おんな じ濡れたものでも、 この雑巾」というよ う に、

拭く場所によ って使う雑巾を細かく指定されたことがあると話す。 WF さんは 「やはり利

用者さんによってこだわりがあ り ますので、 ここはこの手順でやるんだとか、 こういう所

は気を遣ってやっている所なんだ」と考えながら掃除をするという。 例えばお風呂場の掃

除 も 、 洗 っ た だ け でいい人 も いれば、 拭 き 取 り ま です る 人 も い る 。 そ の た め 「 自 分が家で

やっていることをやっちゃいけないんですね」と語る。
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こ の よ う に、 掃除方法や使用道具は利用 者 ご と に異な る 。 そ の た めヘルパー は、 ま ず利

用者に掃除方法をたずね、 そ の家庭のや り 方を尊重す る よ う 心掛 け て い る 。 し か し 時に は、

利用者の掃除方法が丁寧な あ ま り 、 希望方法が介護保険の枠を越えて し ま う こ と が あ る 。

厚生労働省 は、 床の ワ ッ ク ス が け な ど 日 常の家事範囲 を越 え る も の を介護保険の給付対象

と し て不適切 で あ る と する 通達を 出 し て い る （ 5 ) 。 そ の た めWA さ ん は、 廊下を磨いて ほ し

い と 頼ま れた と き 、 それは介護保険の適用範囲外だ と 説明 し依頼を断っ た。 し か し利用者

に は理解 し て も ら え なかっ た と い う 。 WA さ ん は 「利用者 に し てみれば、 自 分がや っ て い

る こ と な んでね、 同 じお掃除だっ て。 （ 中 略） そ の家の、 そ の人 の今ま で生き て き たや り 方

な んで し ょ う けれ どね。 け っ こ う 、 う ま く かみ合わ ない こ と が あ る んです よ 」 と 語る 。

掃除は、 美 し く 片付 ければ良い と い う わ け ではな い。 む し ろヘルパー の判断で物 を片付

け た り 、 整理す る こ と は避 け な ければな ら な い。 W B さ ん は 「雑然 と し て いて 、 ど こ か ら

手 を つ け て 良 いんだかわか ら な い家で も 、 本人 に は ち ゃ ん と ルールが あ る んです」 と 語 る。

そ して 、 も しヘルパーの判断で片付け た な ら 、 利用者はいつ も と 勝手が違 う た め 、 つ ま ず

く 恐れ も あ る のだ と 指摘す る 。 WN さ ん は 、 リ ウ マ チ が あ り 指先を 自 由 に動かせない利用

者 を担 当 し て い る 。 そ の利用者宅では、 箸 1 本転が っ て い る の に も 意味が あ る 。 容器の蓋

を 開 け る な ど、 何かの道具 と し て使 う の で あ る 。 そ の た め 、 片付け て し ま う と 利用者が 困

る の だ と い う 。 WN さ ん は 「『困 る 一』 っ て 言 われて 、 『すみま せん』 っ て言っ た こ と 、 い

く つ も あ り ま した」 と 話す。 ま た ゴ ミ と 思 え る 物で も 、 捨て る 前に は確認が必要だ。 WN

さ ん は、 自 身の 担 当 する利用者を 「今の時代、 考え ら れ な い く ら い物 を大事にす る 方」 と

言い、 「 ヨ ー グル ト の蓋で も 何で も 、 全部取 っ てお く 。 アル ミ ホ イ ル 1 枚で も 捨て ら れない」

と 話す。 そ れ ら は、 利用者に と っ て は ゴ ミ で は な い。 そ の た め 、 も しヘルパーの判断で捨

て た な ら 、 「勝手にや ら れたっ て い う のでたいへんで し ょ う ね」 と 語る 。 MA さ ん も 、 使わ

れた形跡の あ る テ ィ ッ シュ ペーパ ー が 、 テ ィ ッ シ ュ の箱 に詰め ら れて あ る の を見つ け 、 ゴ

ミ だ と 思っ た と い う 。 そ こ で念のた め捨て て し ‘いか確認 し た と こ ろ 、 ダメ だ と 言われた と

話す。 「 『 ダ メ ダメ ダ メ ！ 』 っ て言 う の。 『 も う い っ ぺん広げて乾か し て 、 ま た使 う んだ』

っ て。 それで縁側 の所に 、 テ ィ ッ シュ 広げた の が置いて あ る んです よ 」 と 話す。 そ して 「何

す る に も 、 動かすに も 、 声 を か け る よ う に し て い ま す」 「それは絶対や ら な き ゃ な ら ない で

す」 と 強調す る 。

こ の よ う に、 掃除や片付 け に対す る 意識は き わ め て 多様であ る 。 W B さ ん は掃除につい

て 、 「そ の方の住ま い方 と か生 き 方 と かか ら 理解す る 。 そ こ か ら じ ゃ な い と 仕事が う ま く い
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かない気が し ま す」 と 語 る が 、 こ の言葉に は実感が こ も っ て い る 。

( 3 )買 物
ヘルパー の仕事の な かで、 買物が難 し い と い う 声 は意外 な ほ ど多い。 WG さ んは 「買 物

が一番難 しいんです」 と 言い、 「卵 に し て も い ろ い ろ あ り ますで し ょ う 。 良い も の も あれば

悪い も の も あ る し 、 値段 も 違 う 」 と 話す。 WA さ ん は買物の難 し さ を 「相手次第 （ の と こ

ろ） 」 と 表現す る 。 そ し て 「 こ れ以 内 で買 っ て き て く だ さ いっ て い う 方 も い ま す し 、 お金 じ

ゃ な く て 、 ＇ いい も の を買 っ て き て く だ さ い っ て い う 方 も い ま す し。 ど こ ど こ の お店の何を

買 っ て き て く だ さ い っ て い う 人 も いま す よ ね」 と 語る 。 買 物 に は 、 利用者が こ だわ る 点が

た く さ ん あ る 。 そ の た めM B さ ん は 、 買物で重視す る こ と は 「情報 を と に か く 多 く 拾 っ て」

ゆ く こ と だ と 指摘す る 。 具体的 に は、 メ ー カ ー 、 サイ ズ、 店、 産地や添加物の有無 と い っ

た商品特徴 を メ モ に と る。 W F さ ん は利用者にケチ ャ ッ プ を 買 っ て き て ほ し い と 頼まれた

ら 、 「カ ゴメ ですか、 デルモ ンテ ですか。 サイ ズは 500 g ですか、 そ れ よ り も 小 さ な 300 g

ですか」 と たずね、 値段が安い も の を希望す る か ど う か も 確認す る と い う 。 そ の う えで、

見本 と し て今使っ て い る も の を見せて も ら う こ と も あ る と 話す。 WM さ ん も 「今、 外国 の

お野菜 も た く さ ん来て ま すが 、 日 本の も の じ ゃ な き ゃ 嫌だ っ て 方 も （い る ） 」 と 述べ、 「ひ

と つひ と つ 、 値段か ら 、 何か ら何ま でみ ん な明記 し て いか な い と 」 利用者の満足 ゆ く 商 品

は 買 え な い と 語る 。 例 え ば鮭の切 り 身 1 枚買 う と き も 、 どの部位が 良いのか確認 し な けれ

ばな ら な い ので あ る 。 WB さ ん は、 目 当 て の商 品 が無かっ た場合 も 想定す る 必要が あ る と

指摘す る。 そ し て 「行っ た な ら ば無かっ た 、 買 っ て帰 ら な い と 怒 ら れ る 、 で も 他の も の を

転用 す る と 認め な い 、 そ う い う ト ラ ブルっ て あ り ま す よ 。 （ 中 略） 必ず メ モ を持 っ て い て 、

『何々 印の何々 で、 無かっ た ら何々 ね』 っ て書いて 出 か け ない と 、 用 足 し が で き な い」 と

笑 う 。 肉 な どのパ ッ ク 詰め商品 を 買 う 際に は、 利用者の必要量に合わせて小分けに し て も

ら っ て も い る 。

利用者の多 く は 、 日 々 の暮 ら し を年金で営んでい る 。 そ の た めヘルパー に は 、 割高な商

品 を避け よ う と す る 意識がみ ら れ る 。 な か に は 、 特売 日 に合わせて 買物に行 く 気遣い も み

ら れる 。 し か し 、 た だ安 ければ良 い と い う わ け で は な い。 時には、 ヘルパー の心遣いが利

用者に不満を与 え る こ と も あ る 。 WM さ んは 「私 な んかは主婦感覚だか ら 、 『2 割 引 だか ら

いいわ』 っ て 買 っ ち ゃ う けれ ど、 高齢者に は通用 し ま せん」 と 述べ、 利用 者は製造 日 の新

し い も の を希望 し て いた と 打ち 明 け る 。 ま たW P さ ん は 「利用者 に は他の も の は切 り 詰め
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て も 、 こ れだ け はいい も の を食べたい と い う 思い が あ っ た」 と 話 し 、 安い商品 を 買 う こ と

で、 利用者に 「 自 分は貧 し い と 思われて い る 」 と い う 考 え を与えて し ま っ た と 悔やむ。 W

P さ ん は 自 戒の念を込めて 、 「思い込みが 一番怖い」 と 語 る 。 確認の不徹底は、 利用者に不

満や不快感を与え う る の で あ る 。

品物に対す る利用者の こ だわ り を 、 た だ の わ が ま ま と し て片付け る こ と はでき な い。 商

品 に対す る こ だわ り は、 そ の人の ラ イ フ ス タ イ ルを反映 し た も のだ か ら であ る 。 そ の た め

WO さ ん は数量制限の特売 品 を い く つ も 買 っ て き て ほ し い と 頼ま れた と き 、 内 心ム ッ と し

な が ら も 、 それで も 「そ の方がずっ と やっ て き た こ と だか ら 、 それ は し ょ う が な い か な っ

て 自 分の 中 で納得 さ せ」 た と い う 。 ま たW L さ んは 、 一度の買物で何箇所 も 店 を ま わ ら な

ければな ら な いが、 それには理 由 が あ る と 指摘す る 。 「 目 が見 え ない方な ので、 氷はパ ッ ク

ではな く て チ ャ ッ ク がついて い る も の。 す る と 、 そ の氷 は あ そ こ の コ ン ビニかス ーパーで

し か売 っ て ない。 （ 中 略） 飲み物で も 、 ペ ッ ト ボ ト ルの蓋は握力 が 弱 く な っ てい る ので開か

な い。 缶で何々 と い う 銘柄 を買 っ て く る と な る と 、 それはス ーパー に はな い けれ ど 、 こ こ

の コ ン ビニ に はあ る 」 と 話 し 、 約 1 時 間 か け て利用 者の希望の 品 を 買 い揃 え る と い う 。 似 、

た よ う な商品で済 ま すな ら 、 ひ と つの店で事足 り る だろ う 。 し か しヘルパーの効率性 を優

先する こ と は、 利用者が こ れま で築い て き た 生活 ス タ イ ル を否定す る こ と につなが り かね

な い の で あ る 。

買物では、 お金の取扱 い に も神経を遣 う 。 WA さ ん は 「必ず預 り 金い く ら 、 と ど こ かに

書いて行き ま す よ 。 3 千円 な ら 『 3 千円 お預か り し ま す』 っ て」 と 述べ、 自 分で用意 し た

専用 の袋の な かに預 り 金 を入れて 出 かけ る と い う 。 袋を用意 し た の は、 利用者か ら 預かっ

た お金 を 明確に分けてお く た め で あ る 。 買物後のおつ り や レ シー ト も 、 こ の袋に入れ る よ

う に し て い る 。 買物か ら 帰 る と 商 品 と おつ り 、 レ シー ト を利用者に示 し 、 ノ ー ト に記入 し

て確認す る 。 WA さ んは 「お金の こ と は本 当 に キ チ ン と し な い と 、 事業所で困 る の で」 と

言い、 お金の取扱 い に は細心の注意 を払 っ て い る と 話す。 W C さ ん も 、 お金が 関 わ る と い

う 点で買物は難 し い と 指摘する 。 W C さ ん は、 常勤ヘルパー と し て 登録ヘルパー を指溝す

る 立場に あ る。 そ こ で、 登録ヘルパー に はお金の確認を徹底す る よ う 指導 して い る と い う 。

「私達が非常勤 さ ん に言 っ て る の は、 預かっ た ら 『 1 万 円 お預か り し ま し た』 と 、 お家に

（ メ モ を） 残 し て く る。 それでお財布 に 1 万 円 入れ て 、 買 物 し て き ま す よ ね。 レ シー ト も

ら いま す よ ね。 レ シー ト と 確認 し な が ら 全部説明。 そ して 事細かに レ シー ト を貼 っ て 、 『お

つ り はい く ら 』 っ て説明 し て お返 し す る 。 そ う し な き ゃ 、 『ヘルパー持 っ て こ な い』 『盗っ
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た』 『財布な く な っ た』 っ て （ な り かねな い） 」 。 W C さ ん は こ の よ う に話 し 、 利用者 に は痴

呆や病気の あ る 方 も い る の だか ら 、 確認 と 記入は欠かせない と 説明する。
ヘルパー は、 ス ーパーの ポイ ン ト カ ー ドひ と つ に も 気 を遣 う 。 それでも レ シー ト の確認

中 に、 おつ り の 間 違いに気づいた こ と が あ る と W F さ ん は話す。 W F さ ん はそ の と き の様

子 を 「本当 に何円 の こ と な んです けれ ど も 、 やっ ば り 足 ら な く て 」 焦 っ た と 言 う 。 そ し て

電話を借 り ス ーパ ー に確認 し、 レ ジ を 閉 め終わっ た翌 日 におつ り を 取 り に行っ た と 語 る。

W F さ ん は 「利用者 さ んは 『いい わ よ いい わ よ 、 わかっ た だ け で も 』 っ て言 っ て く れ る ん

ですけれ ど も 、 お金ですか ら 」 と 述べ、 「本 当 に注意 し て い な い と い け ないんだっ て い う こ

と 、 勉強に な り ま した」 と 言っ て う なず く 。

買物のポイ ン ト は、 商品 の特徴 を細 か く 聞 き 出 し 、 利用者の満足 ゆ く 商 品 を購入す る こ

と と 、 預 り 金やおつ り を確認す る こ と であ る 。 そ の た め に は相談 ・ 確認が必要であ り 、 不

充分な場合は、 利用者の不満や不信感へ と つ な が る 。 こ の よ う に 買物は、 煩雑で気 を遣 う

仕事で あ る 。 多 く のヘルパー が買物に難 し さ を感 じ る の は 、 買 物 に は利用者の希望や こ だ

わ り が 多 く 、 その背景に各人の生活ス タ イ ルが あ る か ら だ と 考え ら れ る 。

( 4 )生活援助 の特徴

こ こ ま で調理、 掃除、 買物 を対象 に、 生活援助 の 仕事 を みて き た。 そ こ で、 生活援助 の

仕事の特徴について ま と め よ う 。

生活援助 の最大の特徴は、 利用者の生活ス タ イ ルを守る こ と に あ る。 そ の た めヘルパー

は利用者の こ だわ り や方法 を尊重 し 、 利用者のや り 方に合わせて い る 。 例 え ば、 味付けや

調理方法、 掃除道具な ど は各家庭で大 き く 異 な る 。 ヘルパー は こ う し た利用者のや り 方 を

引 き 継ぎ、 利用者 ご と に異な る 仕事方法 を 実践 し て い る 。 ま た買物の際には、 利用者の希

望商品 を購入す る た め、 商 品名 、 メ ー カ ー 、 値段、 店、 商 品 特徴、 無かっ た場合の対応 な

ど を細 か く 聞 き 取 っ て い る 。 こ の よ う に 、 生活援助 の仕事 は利用者の希望 を最優先 に行わ

れ る た め 、 ヘルパー は利用者への相談 ・ 確認が欠かせない。 W B さ ん は生活援助 に お け る

相談の重要性を指摘 し 、 「そ の方の ラ イ フ ス タ イ ルみた い な も の、 私たち は他人ですか ら 知

り ません も のね。 だか ら 、 ま ず う かが い ま す」 と 語 る 。 WM さ ん は相談 し た り 、 利用者か

ら 細 か く 指示 さ れ る こ と について、 「 そ の方の生 き 方で し かな いです よ ね」 • と 述べ、 「 そ の

方が満足 し て 、 時間 内 に納ま る な ら 、 私は全然わ が ま ま と は思い ま せん」 と 言い切 る 。 そ

し て 「それが在宅 （介護） な ん じ ゃ な いですか、 自 分のお う ち で過 ごすっ て い う こ と 」 と
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続ける。 このWMさんの言葉からは、 在宅介護は利用者の生き方や暮ら しを守ることだと

いう意識がうかがわれる。 MCさんも、 生活援助で重視している点として 「利用者さんの

今までやってきたこと。 要するに （ヘルパ ー が） 勝手にやらない と い う こ と です」 と 述べ

たうえで、 在宅介護における生活援助を 「生活レベルを崩さない」 ことだと表現する。

しかし利用者のこれまでのやり方を踏襲すること は、 ヘルパーにとっては負担である。

特に、 長年家事を担ってきた女性利用者の視線は厳しく、 ヘルパーはプ レ ッ シャ ーを感じ

ながら仕事をしている。 W I さんは「お料理も、 こういうのを作るとおいしいわよとア ド

バイスをくれたりとか。女性の方には、逆に教わることも多いです」 としながらも、 「調理

に関しては今まで自分でやってきたものがあるので、それについては気を遣いますね。（中

略）お掃除とか家事をするときは、 女性のほう が気を遣います」と話す。 WNさんは掃除

中に、女性利用者から 「まだ埃がそこに」 「 そこやったの」 と言われることがあると言う。

そして 「怖いお姑さんの前で掃除しているみたいで、嫌だなと思います よ 」と打ち明ける。

また利用者の希望にそった仕事をするためには、利用者とヘルパーの コ ミュニケ ーション

が重要である。 しかしコ ミュニケ ーションがうまくゆかず、 利用者が不満を抱えるケース

もみられる。 ヘルパー側の相談・確認が不充分の場合もあれば、利用者側が希望を言うこ

とを遠慮したり、不満を話さない場合もあり、 その原因はさま ざまである。 実際に利用者

調査からは、 ヘルパーのやり方に不満を感じながらも、 それを伝えられずにいる例がみら

れた。 利用者満足度を高めるためには、 まず利用者が希望を的確に伝える必要があるが、
ヘルパーもまた、利用者が不満を言い出せずにいることを考慮し、 希望を聞き出すための

コ ミュニケ ーション能力を高める必要がある。

生活援助は、身体介護と同様に安全面にも注意を払う必要がある。 具体的には、手洗い

や調理道具の管理などの衛生面に始まり、 火の始末、 残り物の確認、掃除の際の換気など

に注意が払われている。 また感染症のある利用者を担当するヘルパーからは、他の利用者

への感染を防 ぐため、 その家だけで使うスリ ッ パを用意して置かせてもらっているという

話も聞かれた。安全性は身体介護の注意点と考えられがちであるが、生活援助においても、

食中毒や病気の予防などの安全面は重要事項なのである。

． 生活援助では 自 立支援も重要なテーマである。 インゲンの筋取りなどの料理の下準備を

一緒にしたり、 散歩をかねて連れ立って買物に出かけることもある。 下洗いや千す作業は
ヘルパーが行うが、 汚れ物を洗濯機に入れスイ ッ チを入れるのは利用者にしてもらう と い

った工夫もみられる。 WMさんは、 献立をできるだけ利用者に決めてもらうという。 WM
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さ ん は 「夕食は何に な さ いますか」 と たずね る と 、 「冷蔵庫に あ る も ので、 何で も いい の よ 」

と 必ず言われる と 話す。 そ こ で 「介護保険 は 自 立 を助 け る も の ですか ら 、 私はメ ニ ュ ー は

考 え られないんです」 と 言 っ て 、 利用者に冷蔵庫ま で来て も ら い、 献立や味付け の指示を

も ら っ て い る 。 こ の よ う に 、 ヘルパー は少 し で も 家事に参加 して も ら お う と 工夫 し て い る 。

それは介護保険の主 旨 をふま え 、 ホ ー ムヘルパー と い う 介護専門職 と し て の働 き 方 を意識

し て い る た め で あ る 。 しか し実際 に は、 生活援助 において 自 立支援 を実践す る こ と は難 し

い。 利用者には、 「で き る こ と は 自 分でや り た い」 と い う 意識の人 も いる が 、 「ヘルパ ー に

何で も やっ て も ら いたい」 と い う 気持 ち の利用者も 多い。 先述のWM さ ん も 、 利用者に介

護保険の主 旨 を説明 し家事に参加 し て も ら お う と す る と 、 「ヘルパー さ ん に来て も ら っ て

い る の に、 なんで私がや ら な き ゃ い け な い の 」 と 不満そ う だっ た と い う 。 こ の よ う に生活

援助の仕事におい て 、 ヘルパー は身体介護以上に 自 立支援 を意識 し て い る が 、 利用者の理

解 と 感情がそ ぐわず、 自 立支援の た め の介護が で き な い ジ レ ンマ を抱 え て い る 。

生活援助の仕事の特徴は、 利用者の生活ス タ イ ルを守る こ と であ る。 生活援助 の仕事は、

日 常 と 介護が地続 き に あ る な かで生 じ る た め で あ る 。 そ の た め 、 ホ ー ムヘルパー は 自 分の

や り 方 を押 し付けず、 利用者の希望や こ だわ り をたずね、 利用者ご と に異 な る や り 方で仕

事を行っ て い る 。 利用者の希望や こ だわ り は、 細部にわた る 。 それ ら を汲み取 る た め に は、

細かな相談 ・ 確認が不可欠であ り、 手間 も かかる 。 し か し ホ ー ムヘルパー は、 こ れま で と

同 じ生活を送れる こ と に在宅介護の意義 を 見 出 し 、 利用者の こ だわ り を尊重す る 努力 を し

て い る 。 ま た生活援助では、 身体介護 と 同様に、 安全面や 自 立支援 に も注意が払われて い

る 。 生活援助の仕事は、 け っ し て 家事の延長線上に あ る も の ではな く 、 介護 に関す る 高 い

専門 的能力 と 、 相手の希望 を 聞 き 出 し 実行す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 が必要 と さ れ る 仕

事で あ る と い え る 。

6 . ま と め

ホ ー ムヘルパー の仕事の組み立 て 、 身体介護 と 生活援助 の仕事内容 と 特徴について、 ホ
ー ムヘルパーの証言 を交 え な が ら 考察 して き た。 最後 に 、 ホ ー ムヘルパー の仕事について

ま と め よ う 。 ホ ー ムヘルパー は、 そ の 日 の天候や利用者の体調 ・ ニ ー ズに合わせて仕事の

優先順位を決め 、 決め られた時間 内 で最大の介助 が で き る よ う 、 仕事を組み立て て い る 。

そ こ で重視 さ れて い る の は 、 利用者に と っ て何が必要か と い う 視点 であ る 。 そ のた め ホ ー

ム ヘルパー は、 常に利用者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を心掛 け 、 利用者のニ ー ズを掴 も う と
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努めている。 身体介護では、 利用者の体調管理と安全確保が要請され、 さらにセクシュア

リティや羞恥心などの利用者意識への配慮と自立支援の理念の実践が求められる。 そのた

めホ ー ムヘルパーは、 利用者の身体的・精神的諸特徴やその日の条件に応 じて仕事方法 を

変更したり、 利用者との間にコミュニケーションをはかり最適な言葉をかけることで、 利

用者のやる気と満足感を高める努力を行っている。 生活援助では、 利用者の生活スタイル

を守ることが重視される。 日常と介護が切れ目無く続くなかで、 これまでと同じ生活スタ

イルを維持することにこそ、 在宅介護の意義があると考えられるためである。 そのため、

ホ ー ムヘルパーは自分のやり方を押し付けず、 利用者の希望やこだわりをたずね、 利用者

ごとに異なるやり方で仕事を行っている。 ホ ー ムヘルパーは、 細かな相談 ・ 確認を積み重

ね、 さらに安全面や自立支援にも 注意を払 う ことで、 介護に携わる専門職として、 利用者

のこれまでの生活スタイルを守る努力をしている。

このよ う にホ ー ムヘルパ ーの仕事は、 利用者の身体的・精神的諸特徴や利用者の生活ス

タイルなどに応じて、 仕事のやり方が大きく異なる。 また同じ利用者であっても 、 その日

の天候や利用者の体調 ・ 気分に合わせた対応が求められる。 このためホ ー ムヘルパーの仕

事はきわめてフ レキシ ビリティが高く、 その時々 の状況や要望を見極め判断する専門的能

力と経験、 そしてコミュニケー ション能力を要する仕事だと考えられる。

ホ ー ムヘルパーの仕事を上記のよ う に捉えるならば、 ホ ー ムヘルパーの仕事を身体介護

と生活援助に分けることの意義について疑問が生じる。．実際、 多く のホ ー ムヘルパーから

は、 生活援助の評価が低す ぎるとい う 声や、 両者を一本化するほ う が良いとい う 声が聞か

れた ( 6 )。 WCさんは、 身体介護は命にかかわるとい う 議論に対して、 「家事援助だって命

にかかわることがあるんだから、同じ」と指摘し、 「 肉体的、精神的にも 一番厳しいのが家

事援助です」 と主張する。 WNさんは 「たいへんさから言ったら、 どちら も 同じなんです

ね。 私の感想だと。 それを分ける必要はないんじゃないかな。 援助とい う か、 介護はひと

くくりでかまわないん じゃないかな」と語る。 介護の市場化を進め、 介護領域でより良い

人材を育成してゆくためには、 ホ ー ムヘルパーをはじめとする介護専門職の労働条件の改

善が欠かせない。 しかし現在の身体介護と生活援助とい う 分類は、 仕事の特徴を捉えきれ

ておらず、 ホ ー ムヘルパーの能力や経験が評価されにくい。 今後の介護市場発展のために

は、 ホ ー ムヘルパーの仕事の特徴をコミュニケーション能力や高いフ レキシビリティに見

出し、 ホ ー ムヘJレノ←一の能力と経験が評価される仕組みを作り上げることが求められると

考えられる。
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